
214

Equilibrium Res Vol. 85(4) 214, 2026

報　　告

Equilibrium Res Vol. 80(3) 258–260お詫びと訂正のお知らせ

Equilibrium Research 80巻 3号に掲載された以下の資料に誤りがありましたので，お詫びするとともに訂正
いたします。

資料
加齢性前庭障害（Presbyvestibulopathy）の診断基準
（Barany Society: J Vestib Res 29: 161–170, 2019）
診断基準化委員会
Equilibrium Res Vol. 80(3) 258–260, 2021

P. 258 右列上から 7行目
 誤「冷水刺激時と温水刺激時の最大緩徐相速度が両耳とも 6°/sec以上，25°/sec未満」
 正「冷水刺激時と温水刺激時の最大緩徐相速度の和が両耳とも 6°/sec以上，25°/sec未満」

P. 259 左列上から 4行目
 誤「繰り返す転倒とは，年に 1回以上転倒する場合を言う。」
 正「繰り返す転倒とは，年に 2回以上転倒する場合を言う。」

P. 259 右列上から 8行目
  誤「以上より，PVPの温水刺激時と冷水刺激時の温度眼振反応の最大緩徐相速度の範囲を両耳とも 6°/sec

以上，25°/sec未満と定めた。」
  正「以上より，PVPの温水刺激時と冷水刺激時の温度眼振反応の最大緩徐相速度の和を両耳とも 6°/sec

以上，25°/sec未満と定めた。」


